
環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 評価 年度末結果 担当課

1-1
大気汚染環
境基準達成
度の公表

さわやかな
空気と静け
さを確保す
る

大気汚染の防止

大気汚染環境基準達成度
の公表
光化学オキシダント環境
基準達成状況

環境基準達成 100％
光化学オキシダント環境基準達
成状況を公表する。基準超過日
45日

◎ 環境レポートで公表。 生活環境課

1-1

一般地域に
おける騒音
調査及び測
定（一般地
域騒音環境
基準達成
度）

さわやかな
空気と静け
さを確保す
る

騒音・振動・悪臭の防止
一般地域における騒音調
査及び測定

一般環境について、市内１１地
点の騒音を調査測定し、騒音の
状況を調査する。環境基準達成
率90％以上

◎
測定地点11地点中10地点で
環境基準達成。

生活環境課

1-1

道路交通騒
音調査及び
測定（道路
騒音環境基
準達成度）

さわやかな
空気と静け
さを確保す
る

騒音・振動・悪臭の防止
道路騒音の常時監視にお
ける騒音調査を実施す
る。

測定を100％実施する。 ◎ 100％実施した。 生活環境課

1-1

新幹線鉄道
騒音調査及
び測定(新幹
線鉄道騒音
環境基準達
成度)

さわやかな
空気と静け
さを確保す
る

騒音・振動・悪臭の防止

新幹線鉄道の騒音・振動
について調査、測定を実
施。測定予定ヶ所2地点
（下堀地区）

100％実施する。 ◎ 100％実施した。 生活環境課

1-1
まちなかレ
ンタサイク
ル事業

さわやかな
空気と静け
さを確保す
る

自転車を貸し出し、自動
車に頼らない市街地移動
を推進する

上田駅周辺の放置自転車
を整備して貸し出す。
貸し出し可能自転車：常
時１５台

利用者数：2,600人 ◎
平成２６年度の利用者（延
べ）3,773人

都市計画課

1-1
循環バス

運行施策

さわやか
な空気と静
けさ確保す
る

公共交通機関であるバス
の利用促進を図り、自家
用車の使用を軽減させま
す。

「上田市循環バス」と
「オレンジバス」の利用
者が増加するよう施策を
検討し、利用啓発活動を
行う。

循環バス等利用者 目標
60,000人

△

循環バス利用者数は、前
年度に比べ、約13%増加、オ
レンジバス利用者数は4%程
度減少した。全体では、前
年度を上回ったが、目標を
達成には至らなかった。

地域交通政策
課

1-1
地域鉄道

の利用促進

さわやか
な空気と静
けさ確保す
る

公共交通機関である地
域鉄道の利用促進を図
り、自家用車の使用の削
減させます。

上田電鉄別所線としなの
鉄道の利用者が増加する
よう施策を検討し、利用
啓発活動を行う。

上田電鉄別所線利用者 目標
1,200,000人

◎

別所線については、別所
線電車存続期成同盟会を中
心とした利用促進イベント
等を開催し、利用促進に努
めた。

しなの鉄道については、
沿線市町で構成するしなの
鉄道活性化協議会との連携
により、利用促進に資する
事業を実施した。

地域交通政策
課

環境基本計画基本目標 安全で安全に暮らせるまち

環 境 保 全 項 目 さわやかな空気と静けさを確保する
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環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 評価 年度末結果 担当課

1-2

合併処理浄
化槽設置整
備事業（合
併処理浄化
槽設置整備
事業実施基
数）

きれいな水
と安全な土
壌を確保す
る

水質汚濁の低減
申請に対する補助金の交
付

合併処理浄化槽設置整備事業で
の新設７基

△
補助金交付実績は5件であ
り、目標に対する達成率は
71%となった。

生活環境課

1-2

河川水質調
査及び検査
（主要河川
のＢＯＤ環
境基準値達
成度）

きれいな水
と安全な土
壌を確保す
る

水質汚濁の低減

市内河川の調査地点につ
いて、河川の状況を把握
するため水質調査を実施
する。この結果は、環境
レポート等で公表してい
く。

毎月市内主要河川の水質検査を
実施し、計35地点の検査により
水質監視する。

◎ 環境レポートにより公表。 生活環境課

1-2

地下水水質
調査及び検
査（地下水
環境基準達
成度）

きれいな水
と安全な土
壌を確保す
る

地下水汚染の防止

市内の地下水（井戸水）
について、硝酸性窒素及
び亜硝酸性窒素を含む水
質検査を実施する。

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の
基準値達成。

○
12地点中9地点において環境
基準を達成した。

生活環境課

1-2

地下水水質
調査及び検
査（地下水
質低沸点有
機塩素系化
学物質の基
準値達成
度）

きれいな水
と安全な土
壌を確保す
る

地下水汚染の防止

市内12地点の地下水（井
戸水）について、年一回
低沸点有機塩素系化学物
質（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾁ
ﾚﾝ、1,1,1,-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ）
を含む項目を調査。

低沸点有機塩素系化学物質（ﾄﾘ
ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾁﾚﾝ、1,1,1,-ﾄ
ﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ）の環境基準値の達
成。

◎
環境基準達成度は100%で
あった。

生活環境課

1-2
水環境保全
事業

水環境の保
全

水環境の保全に関する意
識の啓発を図る。

・水道週間イベント開催
補助
・うえだ環境フェア出展

上下水道事業を紹介し水環境保
全のための啓発活動を行う。

◎

・10月18日に開催された
「うえだ環境フェア」へ出
展し、環境負荷低減の取組
等を紹介した。
・水道週間に合わせて6月1
日に開催された施設見学会
とともに環境目標が達せら
れた。

経営管理課

1-2

公共下水道
事業・農業
集落排水事
業

きれいな水
と安全な土
壌を確保す
る

公共下水道事業・農業集
落排水事業を推進する

・管きょ整備 Ｌ＝１．
６ｋｍ

・普及率97.2％（上田地域
75.2％）

◎

・普及率は、H26年度末で
97.3％（上田地域75.2%）と
なり目標が達成できた。
・管きょ整備は、Ｌ＝1.9ｋ
ｍを発注、Ｌ＝1.7ｋｍが完
了した。
・ホタルマップを環境フェ
ア等のイベントで配布し、
下水道のＰＲを行った。

下水道課

1-2
浄水場運転
管理

安心、安全
な水道水の
提供

環境に配慮した浄水場管
理

河川水の採水及び水質検
査の実施

検査頻度を毎月１回とする ◎

4/17, 5/15, 6/19, 7/17,
8/21, 9/17,10/23, 11/13,
12/11, 1/15, 2/12, 3/5 に
実施済み

浄水管理セン
ター

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 評価 年度末結果 担当課

1-3

ダイオキシ
ン類の環境
汚染調査
（ダイオキ
シン類環境
基準達成
率）

有害化学物
質による汚
染を未然に
防止する

有害物質による汚染の防
止

年一回、一般環境大気
5ヶ所、河川2ヶ所、土壌
3ヶ所等について調査。

環境基準値達成。 ◎

大気5地点、河川3地点、土
壌3地点、底質土2地点で調
査を行い、環境基準の達成
度は100%であった。

生活環境課

1-3
鉛給水管布
設替え

有害化学物
質による汚
染を未然に
防止する

鉛給水管の解消

鉛給水管布設替
計画修繕対応 650
故障修繕対応 102

計 752件

鉛給水管布設替個所数 752件 ○

鉛給水管布設替
計画修繕対応 532
故障修繕対応 182

計 714件

上水道課

環境基本計画基本目標 安全で安全に暮らせるまち

環 境 保 全 項 目 有害化学物質による汚染を未然に防止する

環境基本計画基本目標 安全で安全に暮らせるまち

環 境 保 全 項 目 きれいな水と安全な土壌を確保する
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環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

2-1
全市一斉ア
レチウリ駆
除の実施

森や里山を
守り・親し
む

持続可能な森林・里山の
保全・整備

全市一斉アレチウリ駆除
の実施

全市一斉アレチウリ駆除日の実
施

◎
6月30日に全市一斉アレチウ
リ駆除を実施した。参加人
数4,062人、駆除量3,772kg

生活環境課

2-1 造林事業
森や里山を
守り・親し
む

森林の育成・保全を図る

森林の多面的機能や公益
性を維持するため、継続
的な間伐等の整備を行
う。

私有林間伐205haの実施 △
本年度は、2団地の協定締結
だけであり、私有林間伐実
施は行わなかった。

森林整備課

2-1
松くい虫防
除対策事業

森や里山を
守り・親し
む

松くい虫被害を防除し、
健全な松林を育てる

松くい虫被害の拡大を抑
制するため、被害木の伐
倒駆除の実施

被害木7,100㎥の伐倒処理 ○
V=6,731㎥の伐倒駆除を実施

（目標値の94.8％）
森林整備課

2-1
樹種転換事
業

森や里山を
守り・親し
む

樹種転換により、松林の
保全を図る。

アカマツ林を全て伐採し
広葉樹に植え替えること
により、松くい虫被害の
拡大を抑制を図る。

被害木7haの樹種転換の実施 ◎

A=13.9haの樹種転換事業を
実施。
（越戸、別所温泉地区）
（目標値に対して約２倍の
面積）

森林整備課

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

2-2
河川愛護活
動（河川愛
護団体数）

水辺環境を
守り・親し
む

持続可能な水環境の保全 河川愛護活動の実施
河川活動をした団体数 ５２団
体

◎

上田地域58団体、丸子地域
24団体、真田地域10団体、
武石地域1団体、合計93団体
が活動を行い、目標に対す
る達成率は179%であった。

生活環境課

2-2
水生生物調
査及び支援

水辺環境を
守り・親し
む

持続可能な水環境の保全 水生生物調査及び支援 13箇所で実施。 △
実施箇所は7地点であり、目
標には届かなかった。

生活環境課

2-2

農業用用水
路の多自然
型水路整備
箇所

自然・生き
物・人が共
生するまち

農業用用水路において、
環境に配慮した工法を推
進します。

地元への啓発活動
地元からの要望を受け、順次整
備を図る

年間通して要望なし 土地改良課

2-2
多自然河川
整備状況

自然・生き
物・人が共
生するまち

ホタル水路の環境整備を
図るとともに、啓発活動
に努める。

地元との協働により、市
役所ロビーにおいて、啓
発ポスターを掲示。

ホタル水路に係る啓発活動 ◎ 土地改良課

環境基本計画基本目標 自然・いきもの・人が共生するまち

環 境 保 全 項 目 森や里山を守り・親しむ

環 境 保 全 項 目 水辺環境を守り・親しむ

環境基本計画基本目標 自然・いきもの・人が共生するまち
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環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

2-3
認定農業者
（担い手）
の確保

農地の保
全・活用

担い手の確保により農地
の保全・活用を図る。

担い手農家となる認定農
業者の更新と、新規認定
の促進

認定農業者数合計
２６年度目標 合計２４５経営
体

△

２月審査会開催１１件の認
定(内、新規６件）

３月末時点で２４１経営体
となりました。

農政課

2-3
農業法人(担
い手）の確
保

農地の保
全・活用

担い手となる農業法人の
確保により農地の保全・
活用を図る。

新たな法人の設立への支
援

集落営農組織の法人化の検討
２件

△
具体的な検討には至らな
かった。

農政課

2-3
荒廃農地の
再活用

農地の保
全・活用

農地の保全・活用を図
る。

農地の再生利用の促進
補助金交付により再生が実施さ
れる面積
２６年度目標 １０ha

△
なかなか厳しい現実もあ
り、目標値には至らなかっ
た。

農政課

2-3

担い手への
農地の利用
集積による
優良農地の
確保

農地の保
全・活用

農地の保全・活用を図
る。

担い手農家への農地の利
用集積の促進

農用地流動化促進奨励金対象面
積
２６年度目標 80ha

◎
目標値を越える実績となっ
た。

農政課

2-3

遊休荒廃農
地の解消
（活用）に
よる農地の
有効利用

農環境を守
り・親しむ

農地と農環境の保全
（数値目標平成２６年度
遊休荒廃農地解消面積１
０ha）

・遊休荒廃農地の解消
（活用）
・利用状況調査の実施
・新規発生分の意向調査
実施

・補助事業等を活用した遊休荒
廃農地の解消

⇒２６年度解消目標面積１
０ha

○

・利用状況調査の実施状況
の取りまとめと、遊休荒廃
農地の新規発生分の意向調
査実施、更に情報の有効利
用のための「全国農地ナ
ビ」による農地情報公開シ
ステムの情報整備を実施

農業委員会事
務局

環 境 保 全 項 目 農環境を守り・親しむ

環境基本計画基本目標 自然・いきもの・人が共生するまち
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環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

3-1
ごみの減量
化及び再資
源化の推進

循環型社会
の形成に努
める

廃棄物の減量・リサイク
ルの推進

１ 雑がみ回収袋の導入

２ 生ゴミ減量化の推進

1 広報や自治会説明会を通じ
た周知

２ 市民モニターを募集し、減
量効果のデータ収集

◎

「雑がみ回収袋」の導入
については、全自治会に2種
類ある袋を2枚ずつ（合計4
枚）全戸配布を行いまし
た。

また、144自治会で説明会
の開催を行い、広報うえ
だ、アイラブうえだ、ホー
ムページなどでも周知を図
りました。

生ごみ減量化の推進につ
いては、9月から2月まで市
民モニター60人に「通風乾
燥型生ごみ処理機」を貸与
し、生ごみの減量効果の確
認などをしていただきまし
た。

資源循環型施
設建設関連事
業課

3-1
生ごみ堆肥
化事業

循環型社会
の形成に努
める

循環型社会の形成に努め
る

１ 生ごみ堆肥化モデル
事業

２ ごみ減量化機器等購
入費補助事業

１ 乾燥生ごみによる堆肥化の
実証実験に着手

２ ごみ減量化機器利用者の増
加

３ １人当たりのごみ排出量の
減少

○

１ 生ごみ堆肥化モデル事業
・小中学校6校、保育園1

園から回収
堆肥化実績 7.50ｔ（昨

年度より0.16ｔ増）
・製造した堆肥の農地で

の実証実験の実施
２ ごみ減量化機器等購入費
補助金

・広報うえだ等で補助制
度を周知

・補助実績（容器、処理
機） 167台

廃棄物対策課

3-1

市民協働に
よる環境に
やさしい地
域の創造

循環型社会
の形成に努
める・環境
にやさしい
人をはぐく
む

資源循環型社会の形成に
向けた意識の高揚

１ エコ・ハウスの運営

２ ごみ減量アドバイ
ザーの活動

１ エコ・ハウス来館者数
2,000人以上

２ 新たなごみ減量アドバイ
ザーの委嘱

研修及び実地等による人材
育成

○

１ エコハウスの運営
・各種講座の開催、情報

発信（随時）
・「古着回収」を毎月１

回開催した
回収実績 19.98ｔ

２ ごみ減量アドバイザーの
活動

・啓発活動は随時実施
・エコストア現状調査の

実施

廃棄物対策課

3-1
給食の調理
及び配送

廃棄物排出
量の抑制

環境にやさしい給食作り
と配送業務

① おいしい給食作り②
地産地消の推進（地元産
農産物の使用）③ 残菜
量の削減④ BDFの使用

昨年度の実績を超えないよう努
力する

○
第一学校給食
センター

3-1
給食業務の
環境への取
り組み

食品廃棄物
の抑制と再
利用

環境にやさしく、安全で
安心なおいしい給食づく
り

①食品残渣減少の取り組
み
（残菜調査、学校訪問、
児童・保護者へのPR）
②食品残渣の飼料として
の利用
③地元農産物の使用
④BDF燃料の使用量

①② 食品残渣の発生量
③ 地元産農産物の使用量
④ BDF燃料の使用量

○

高学年への学校訪問は回収
業務を兼ねて実施したの
で、14校すべてに行くこと
ができ、多くのパート職員
も参加した。
施設見学は6校（13クラス）
試食会は5校〔10回〕実施し
た。
残菜量は一人当たりのパン
とごはんの量を減らしたた
め大幅に減少した。
地元農産物については、使
用量が増加している。

第二学校給食
センター

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環 境 保 全 項 目 循環型社会の形成に努める
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環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

3-2

クールビズ
の実施によ
る省エネル
ギー行動の
推進

地域資源を
活かし地球
にやさしい
まち

地球温暖化防止活動を推
進する

クールビズ（ノーネクタ
イ、軽装勤務の励行）に
よる、適正な空調利用の
促進

実施により職員及び来庁する市
民の環境に対する意識の向上を
図る。

◎

事業の実施及び周知につい
ては計画どおりの実施がさ
れ、エコオフィスの推進に
寄与した。

人材開発課

3-2
電子申請の
利用拡大

エコオフィ
スの推進

電子申請メニュー増及び
利用拡大

各課業務調査の実施及び
啓発

電子申請業務数 目標 40業務 ○

目標
実績
・電子申請業務数 40業務
30業務

①市民向け 20業務
14業務

②庁内向け 20業務
16業務
・Ｈ26年度末利用実績 25
業務 2413件
・観光パンフレットの郵送
申し込み、生ごみ処理機モ
ニター募集といった市民向
けの申込み（1373件）及び
庁内のアンケート、調査等
（1040件）に利用されてお
り、紙資源の削減及び職員
の事務業務改善となってい
る。

広報情報課

3-2
広報事業に
よる環境意
識の啓発

エコオフィ
スの推進

市民への環境意識の高揚
を図る

①広報うえだを活用した
環境啓発活動
②行政チャンネルを活用
した環境啓発活動

①広報うえだ啓発記事数
②行政チャンネル環境啓発関係
の番組数
③広報うえだ発行部数の見直し

◎

・広報うえだでは、ごみ減
量化、再資源化の特集を5
月、11月、2月の3回にわた
り掲載した。また、エコハ
ウスのイベントを中心に16
日号にほぼ毎回掲載するな
ど掲載数の増により市民へ
の環境意識の高揚を図るこ
とができた。
・行政チャンネルでは、他
分野のＰＲ案件が多かった
ため、件数的には少なかっ
た。
・広報うえだの発行部数に
ついては、世帯数が増加し
ているが、公共施設等への
配付数調整などにより現状
を維持した。

広報情報課

3-2 庁舎管理
地球温暖化
対策

地球を守る

・電気使用量の削減
・燃料使用量の削減
・コピーの使用枚数の削
減

・前年度の使用量より削減 ◎
公有財産管理
課

3-2
税務業務の
効率的運営

ｅＬ-ＴＡＸ
サービスの
拡充の取り
組みとエコ
オフィスの
推進

ｅＬ-ＴＡＸサービスの
拡充による業務の改善及
び市民サービスの向上と
エコオフィスの推進

利用事業主、税理士への
通知の送付や広報うえ
だ、市のホームページ・
行政チャンネル等を活用
したeL-TAXの利用推進。

申告におけるeL-TAXサービスの
利用件数割合

法人市民税 50%
給与支払報告書 33%
償却資産 12%

○

1月から電子申告が集中する
ため、10月から事業者、税
理士等にeL-TAX利用の推進
チラシ等を配布した。

eL-TAX利用により、事務
の効率化が図られた。

税務課

3-2

上田市関係
機関からの
温室効果ガ
ス総排出量
の削減

地球温暖化
防止活動を
推進する

エコオフィスうえだの推
進

・「第三次上田市役所地
球温暖化防止実行計画」
の推進を図る。・長野県
に「温室効果ガス排出抑
制計画」を提出し、推進
を図る。

市の事務事業の遂行に伴い排出
される温室効果ガスの排出量
を、第三次の目標年度である平
成29年度までに平成23年度を基
準として、1.0 ％削減。

◎
平成25年度の実績は、平成
23年度比で約4.4%の削減と
なった。

生活環境課

3-2

公共施設・
公共用地等
を利用した
再生可能エ
ネルギー活
用事業の検
討

地球温暖化
防止活動を
推進する

公共施設の地球温暖化対
策の推進

・公共施設・公共用地等
を利用した再生可能エネ
ルギー活用事業の検討

全庁的な取組体制により、公
共施設・公共用地等を利用した
再生可能エネルギー活用事業の
検討を進めます。

◎

道と川の駅・サントミュー
ゼで導入した。また、屋根
貸し事業により、川辺小・
清明小・武石小・丸子図書
館に太陽光発電システムが
導入された。

生活環境課

3-2
市の低公害
車の導入促
進

地球温暖化
防止活動を
推進する

公共施設の地球温暖化対
策の推進

市の低公害車の導入促進
を図る。

エコオフィス上田の推進を図る
中で、低公害車の導入促進を図
る。

◎ 生活環境課

3-2

太陽光発
電、太陽熱
利用普及促
進補助

地球温暖化
防止活動を
推進する

自然エネルギー・省エネ
ルギーの普及

太陽光発電、太陽熱利用
普及促進補助

（1）太陽光発電システム設
置費補助 500件

（2）太陽熱高度利用システ
ム設置費補助 20件

△

太陽光発電システム補助件
数 423件
太陽熱高度利用システム補
助件数 7件
目標に対し、太陽光は85%、
太陽熱は35%の実績となっ
た。

生活環境課

3-2
環境家計簿
の配布

地球温暖化
防止活動を
推進する

家庭版ISOの普及を推進
します

広報等ヘ募集掲載
環境家計簿の配布・回
収・評価

うえだエコ隊参加（環境家計簿
回収）家庭数

５世帯
△

26年度の回収数は2世帯で目
標を達成することはできな
かった。

生活環境課

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環 境 保 全 項 目 地球温暖化防止活動を推進する
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環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

3-2

うえだ環境
フェア（消
費生活展）
の開催

地球温暖化
防止活動を
推進する

市民の環境配慮行動の推
進

うえだ環境フェアの開催
10月19日 （土）

①来場者数 1,000人
②アンケートによる来場者満足
度 90％以上

◎
来場者数は1,070人、アン
ケートによる満足度は92%と
なり、目標を達成した。

生活環境課

3-2
LED防犯灯設
置基数補助

地球温暖化
防止活動を
推進する

自然エネルギー・省エネ
ルギーの普及

LED防犯灯の新設補助及
び防犯灯のLED交換補助

新設 180基（うち、上田地域
125基）
交換2,890基（うち、上田地域
2,083基）

○

上田地域において、新設は
130件の補助実績で目標を達
成し、交換も2,083件の目標
に対し2,082件の補助実績と
なり、ほぼ目標は達成し
た。

生活環境課

3-2
市営住宅の
管理

①環境負荷
の低減（口
座振替の推
進、入居者
への環境啓
発）

事務事業の効率化と環境
啓発

①全入居者通知の機会
（年２回）に口座振

替利用の奨励と環境啓
発文を掲載

口座振替率 87.10％以上 ○

当初の計画のとおり、6月
及び1月に全入居者への通知
の中で「節電・節水」を呼
びかけ、環境啓発に努め
た。

口座振替は、新規入居者
については100％で推移し、
全体では87.1％となり、目
標を達成した。

住宅課

3-2

医療、診
察、検査、
給食等の各
事業全般に
わたる事務
事業

エコオフィ
スの徹底に
よる環境へ
の配慮

節電、コピー用紙、紙ご
みの削減

・節電
・コピー用紙の削減化

①裏紙、2in1コピーの
活用

②リサイクルの徹底に
よる可燃ごみ排出の抑制

コピーカウンターがないため、
数値目標は設定できないが、コ
ピー枚数の削減に努める。
（25年度使用枚数×98％）

○

下半期はコピー枚数が対前
年比14％減、電気使用量が
13％増となった。年間では
コピー枚数が対前年比17％
減、電気使用量が対前年比
15％増（料金改定あり）と
した。

市立産婦人科
病院

3-2
太陽光発電
設備の設置

新エネル
ギー事業の
推進及び環
境教育の推
進

公共施設における太陽光
発電の導入を促進し、併
せて環境意識の啓発を図
る

保育施設の改築建替えに
伴う太陽光発電設備設置
を検討する

神科第一保育園建替事業の建設
において、当該設備を設置す
る。

○

神科第一保育園建替え事業
において生活環境課と協議
した結果、屋根貸しを行う
こととなり、入札により事
業者が決定した。現在設備
設置について事業者と協議
を行っている。平成27年5月
設置予定。

保育課

3-2
新技術等開
発助成事業

環境にやさ
しい人をは
ぐくむ

環境にやさしい新技術等
を開発する事業者に対す
る支援

助成制度についての周知
及び助成の実施

事業所を訪問し、助成制度につ
いて説明する。（２０件）

◎
①市広報による周知
②事業所訪問による周知
（39件、年間64件）

商工課

3-2

池波正太郎
真田太平記
館の管理運
営

①利用者へ
の環境啓発
②エコオ
フィスの推
進(一人当り
の電気･水道
量等の削
減）

電気等の節減と入館者数
の増加(環境啓発とエコ
オフィスの推進）

①環境啓発に関するポス
ター等の掲示
②入館者増加により、一
人当りの光熱水費の抑制
③光熱水費の節減（節電
の徹底、施設内の適正な
温度管理）
④来館者向け環境啓発の
具体的取組み検討

①②入館者数年間３万人以上。
一人当りの電気量５ｋｗｈ以
下。

○

・閉館後の消灯等節電、施
設内の適正な温度管理等に
取り組んだことにより、前
年と比較し、年間の電気使
用量が約3.8%減少した。
・年間の入館者数は目標を
達成したが、入館者一人当
たりの電気量は5.24kwhと
なった。
【平成26年度】 入館者数
31,729人、電力使用総量
166,185kwh

池波正太郎真
田太平記館

3-2
小中学校改
築事業

地球温暖化
防止活動の
推進

環境にやさしい学校づく
り

小中学校への太陽光発電
システムの導入（屋根貸
事業を含む）について検
討

学校改築事業にあわせて、新た
な太陽光発電システムの導入に
ついて検討する。

◎

小中学校への太陽光発電シ
ステムの導入
・第二中学校 20キロワッ
ト
・川西小学校 （屋根貸事
業への対応）
・東塩田小学校（屋根貸事
業への対応）

教育総務課

3-2
各監査、審
査及び検査
の実施

環境に配慮
した事務事
業の改善

監査等の際に事務事業の
改善を指導

・例月現金出納検査(毎
月)
・定期財務事務監査(６
月～１１月)
・決算審査、財政健全化
判断比率等の審査(４月
～８月)
・行政監査(９月～１月)
・財政援助団体等監査
(９月～１月)

◎

H26年度監査方針、実施計
画に基づき、各種監査・審
査・検査等を実施した。
・例月現金出納検査（毎
月）
・定期財務事務監査（11/14
部局講評、11/19理事者報
告）
・行政監査、財政援助団体
等監査（2/13理事者報告）

監査委員事務
局

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環 境 保 全 項 目 地球温暖化防止活動を推進する
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環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

3-3
雨水貯留槽
補助

地域資源を
有効利用す
る

雨水貯留施設に関する補
助や情報提供を進めま
す。

雨水貯留施設設置費補助 30件 △
目標30件に対し、実績は25
件となり、目標達成率は83%
となった。

生活環境課

3-3

ホームペー
ジ、QRコー
ドを使用し
た観光案内

地球環境の
提言を考え
た観光案内
をします。

ホームページ、QRコード
を積極的に使用した観光
案内を行う。

パンフレット・ポスター
全てにQRコードを入れ
る。

総合パンフレットには総合版、
ダイジェスト版の２種類があ
り、その全てにQRコードを入れ
る。

○
2015上田城千本桜まつりポ
スター、パンフレットにＱ
Ｒコードを採用した。

観光課

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

4-1
文化財の保
存・整備

指定文化財
の保存・整
備に努める
とともに指
定文化財の
増加に努め
る。

文化財の調査・指定・保
存・活用・後継者育成

指定文化財及び歴史的建
造物の国の文化財原簿へ
の登録の推進

文化財及び歴史的建造物の国の
文化財原簿への２件以上の登録

△

昨年度の指定物件の継続審
議分(上田原遺跡出土の鉄
矛)については、評価が難し
く、26年度は文化財保護審
議会の開催に至らなかっ
た。

文化振興課

4-1
博物館の運
営

歴史・文化
を未来に引
き継ぐ

歴史・文化的遺産とのふ
れあいの場の創出

➀博物館講座ほか左記の
とおり
②観覧券・しおり・ポス
ター・チラシ等の作成に
際して古紙配合紙・大豆
油インク
を使用する。

➀来館者数
②冊子を除く印刷物に古紙配合
紙・大豆油インクを使用する
（100％）

○

・来館者は、年間60,047人
であった。
・教室等もほぼ予定どおり
実施されている。

上田市立博物
館

4-1
信濃国分寺
資料館の運
営

歴史・文化
を未来に引
き継ぐ

①歴史・文化的遺産との
ふれあいの場の創出
②環境にやさしい施設運
営（リサイクルを推進し
廃棄物の減量を図る）

①史跡見学会ほか左記の
とおり
②公園の剪定された樹木
のチップ化、落ち葉の腐
葉土化など

①来館者数
②リサイクル率100％

◎
・樹木のチップ化も100％で
ある。
・入館者は、5,200人。

上田市立博物
館

4-1
山本鼎記念
館の運営

歴史・文化
を未来に引
き継ぐ

歴史・文化的遺産とのふ
れあいの場の創出

➀美術教室ほか左記のと
おり
②しおり・チラシ等の作
成に際して古紙配合紙・
大豆油インクを使用す
る。

➀来館者数
②冊子を除く印刷物に古紙配合
紙・大豆油インクを使用する
（100％）

◎

・来館者は、４月から８月
までに１４，５６６人で
あった。（開館は８月まで
で閉館）
・教室等も予定どおり実施
された。

上田市立博物
館

4-1
博物館の運
営

歴史・文化
を未来に引
き継ぐ

歴史・文化的遺産とのふ
れあいの場の創出

➀茶道教室ほか左記のと
おり
②しおり・チラシ等の作
成に際して古紙配合紙・
大豆油インクを使用す
る。

➀来館者数
②冊子を除く印刷物に古紙配合
紙・大豆油インクを使用する
（100％）

◎

・来館者は、４月から12月
までに2926人であった。
・教室等も予定どおり実施
されている。

武石ともしび
博物館

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環 境 保 全 項 目 地域資源を有効利用する

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環 境 保 全 項 目 歴史・文化を未来に引き継ぐ
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環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

4-2
街路樹植樹
事業

緑あふれる
まちをつく
る

街路樹の植樹延長を増や
し、まちに潤いとやすら
ぎをもたらす

街路樹の植樹予定なし
街路樹の整備が望まれる路線立
上げの検討

△

来年度（平成27年度）実
施計画において、新規路線
の立上げを目論見ました
が、一部の路線は事務査定
において「項目計上」とな
り、今年度の目標達成は厳
しい状況となりました。

都市計画課

4-2
景観形成事
業

緑あふれる
まちをつく
る

生垣設置の補助を行い、
緑化の推進を図る

・広報うえだ、行政チャ
ンネル等でのＰＲ
・補助件数１５件（予
定）

・補助金を出した生垣の延長
（本年度延長150ｍ）

△

下半期の補助件数は１件
で、年度末での総件数は６
件、目標件数の４０％で
あった。

都市計画課

4-2 公園の整備
緑あふれる
まちをつく
る

公園の整備を促進する。

・市民緑地広場駐車場整
備工事 A=14,200㎡（繰
越明許）
・市民緑地広場整備工事
A=13,200㎡（繰越明許）
・市民緑地広場植栽工事
A=9,200㎡
・上田城跡公園バリアフ
リー化工事

園路舗装 L=609m
（繰越明許）
・上田城跡公園バリアフ
リー化工事

園路舗装 L=300m

旧上田地域の一人当たり都市公
園面積を13.29㎡/人とする。

◎

・市民緑地広場駐車場・市
民緑地広場整備工事ともに
工事を完了した。
・市民緑地広場植栽工事は3
月に工事を完了した。
・上田城跡公園バリアフ
リー化工事は繰越分が4月に
完了し、現年度分について
も3月に完了した。

公園緑地課

4-2

花と緑のま
ちづくり推
進事業の実
施（１）

緑あふれる
まちをつく
る

緑化の推進

・花の種銀行 口座開設
者数 792人 ①
・種から育てる花づくり
講習会の開催3回 ②③
④

・花の種銀行会員数（延べ口座
開設者 792人）
・花づくり講習会 開催回数
年間3回

◎

・花の種銀行 口座開設者
801人①
・種から育てる花づくり講
習会の開催2回（5月、9月）

公園緑地課

4-2

花と緑のま
ちづくり推
進事業の実
施（２）

緑あふれる
まちをつく
る

緑化の推進
・花苗配布 135,000本
①②

・地域自治会等に配布する花苗
本数（135,000本）

○
・秋苗の配布59,073本①

合計133,250本配布
公園緑地課

4-2

緑地の保全
（染屋台グ
リーンベル
ト保全事
業）

緑あふれる
まちをつく
る

緑地の保全
里山整備ボランティア
年5回

市街地近郊の貴重な自然環境を
形成している染屋台グリーンベ
ルトを環境保全（地球温暖化防
止、ヒートアイランド現象の緩
和）の面から積極的に保全をす
る必要があることから、上記事
業を実施し、市民の理解を深め
る。

◎
・5月から9月まで毎月1回、
計5回里山整備を実施した

公園緑地課

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

4-3
ごみゼロ運
動の参加人
数

調和のとれ
た美しい景
観を保つ

地域美化活動を推進しま
す

・広報への掲載
・ゴミゼロ運動の実施
(県下一斉に年1回)…地
区別に4回に分けて実施
する

参加者人数 １０,０００人 ◎
10,383名の参加があり、目
標は達成した。

生活環境課

4-3
景観形成事
業

調和のとれ
た美しい景
観を保つ

景観づくり市民団体等の
認定

景観づくり市民団体及び
アダプトシステム協定締
結団体等の検討

景観づくり市民団体数、及びア
ダプトシステム協定箇所数（各
１）

△

新たに、景観づくり市民団
体の認定及びアダプトシス
テム協定締結を行った団体
はなかった。

都市計画課

4-3
景観形成事
業

調和のとれ
た美しい景
観を保つ

景観づくり協定の締結を
推進し、
優れた街なみの形成を図
る

自主的なルールづくりに
向けた機運の高まってき
た地区に対して、協定締
結に向け、指導・助言を
する。

認定数（１） △

引き続き非公式な接触は
あったが協議には至らず、
景観づくり市民団体の設立
準備までには到達できな
かった。なお、大手通りの
修景については、案の検討
を行った。

都市計画課

4-3
景観形成事
業

調和のとれ
た美しい景
観を保つ

市民・事業者に対する景
観づくりの意識啓発

景観ウォッチングの実施
景観ウォッチングの実施（２
回）

◎

１回目を１０月１８日に国
分・上堀において、２回目
を３月１４日に柳町地区に
おいて、それぞれ実施し、
募集定員を上回る参加者に
より実施した。

都市計画課

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環 境 保 全 項 目 調和のとれた美しい景観を保つ

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環 境 保 全 項 目 緑あふれるまちをつくる
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環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

5-1
環境にやさ
しい保育園
づくり

環境教育の
推進

保育園での環境教育・環
境活動を推進し、環境に
対する意識啓発を図る

「ぱっくん」を使い、生
ごみを土に還す事を環境
教育として推進する。

搬出生ごみの減量
堆肥として菜園等での利用
園児及び保護者が興味を示すこ
と

◎

「ぱっくん」を使い、給食
調理に伴い発生する生ごみ
の一部をたい肥化した後
に、菜園にもどすことによ
り循環型社会を目指す環境
教育を推進した。
・平成26年度生ごみ処理機1
台新規設置（神科第一保育
園）

保育課

5-1
国際規格審
査登録助成
事業

環境にやさ
しい人をは
ぐくむ

ISO14000S等の国際規格
を導入する事業者に対す
る補助金の交付

補助制度により
ISO14000S等の国際規格
の取得を支援

事業所を訪問し、助成制度につ
いて説明する。（１０件）

◎
①事業所訪問による周知
（10件、年間20件）

商工課

5-1
環境にや

さしい学校
づくり事業

環境にや
さしい人を
育む

学校での環境教育・環
境学習活動を推進します

・光熱水費削減の取り組
み結果を評価し、環境教
育の推進に資するための
予算を各学校へ追加配当
する。

・光熱水費の削減量
・学校ＩＳＯ計画を全小中学校
で作成し、実行する

◎ 学校教育課

5-1
学童農園

事業

環境にや
さしい人を
育む

学校での環境教育・環
境学習活動を推進します

・児童による田植えは、
協力者、地方事務所の指
導による手植え。・夏場
はあぜ等の草取りを中心
に田の管理を行う。・収
穫は手刈りで行い、はぜ
にかけ天日乾燥する。・
脱穀、わらまき等も児童
が主となって行う。・収
穫祭に協力者を招き、全
員で収穫を祝う。

・上田地域小学校（１６校）の
５年生 1,183 人・平成２５年
度の耕作面積 16,533 ㎡

◎ 学校教育課

5-1
各種講座・
里山づくり
支援

環境教育の
推進

環境に対する市民の意識
を高揚する。

里山地帯の地域づくり講
座等6回、花と庭づくり
教室8回、里山で自然遊
び体験6回、自然に親し
む講習会1回

成人教育及び青少年教育におい
て、環境に関する講座を開催
し、環境への意識を高める。

○

・里山で自然遊び体験（5
回）
・花と庭づくり教室（8回）
・里山地帯の地域づくり講
座（6回）
・自然に親しむ講習会（1
回）
・太郎山虚空蔵山縦走路整
備ボランティア（2回）
・太郎山虚空蔵山縦走路ト
レッキング（2回）

西部公民館

5-1
公民館各種
講座事務

環境教育の
推進

自然観察をテーマとする
講座を開催し市民の環境
問題に対する意識の啓発
を図る。

自然観察をテーマとした
講座の開設：4講座
「公民館だより」を中心
に参加者を募集
その他環境関係に関する
講座の開催

昨年度より開催講座数を増や
す。
参加者の意識の向上を図る。

◎

今年度は計画どおり4回実
施され、各回とも多くの参
加者が学ぶことが出来た。
自然観察を通し市民に環境
問題に関心を持ってもらう
ため、来年度も実施した
い。

城南公民館

5-1
環境負荷低
減の啓発事
業

環境教育の
推進

啓発活動を通じて環境保
全の理解を深める

6月の環境月間にあわせ
小中学校向けに本の紹
介、テーマ本展示コー
ナーに環境関係の本を展
示し、市民に啓発する。
11月の図書館まつりでは
本のリサイクル市などを
行い、本の有効利用を図
る。

◎
本のリサイクル市を11月に
行った。

上田図書館

5-1
文化芸術

振興事業

チラシ・パ
ンフレット
印刷に伴う
環境配慮

市民の環境に対する意識
の啓発

文化芸術振興事業に関す
るチラシ・パンフレット
等印刷物に環境に対する
啓発の文言を加える。

チラシ・パンフレット等印刷物
に啓発文言の記載
チラシ・パンフレット等の印刷
物に、古紙・大豆インク使用の
マークを記載

◎

各イベントのチラシ・パン
フレットを計画に沿って再
生紙及び大豆インクを使用
して作成した・

文化振興課

5-1
天然記念物
の保護

天然記念物
の保護及び
生息地の環
境保全に努
める

天然記念物の保護パト
ロールの実施及び生息地
の環境保全に対する啓発

天然記念物の保護パト
ロールの実施及び生息地
の環境保全に対する啓発

・天然記念物の増加
マダラヤンマ・ミヤマモン

キチョウ
ミヤマシロチョウ・ベニヒ

カゲ等
・食草であるクロマメノキの

保護

◎

・マダラヤンマの保護パト
ロールは９月で終了した。
多くのに飛翔がみられた。
高山蝶パトロールは、順調
に実施した。

文化振興課

5-1
各種大会時
のごみ減量
の啓発

ごみ減量の
促進

ごみ減量の啓発 各種大会等 各種大会時ごみ減量の啓発 ○
各種大会資料、会議資料を
２ｉｎ１や両面印刷するな
ど削減に努めた

スポーツ推進
課

5-1
自然を守
り、環境美
化活動

自然を大切
にし、環境
にやさしい
人を育む

利用者への環境啓発

１、周辺の森林下草刈
で、樹木の活性化。
２、環境美化啓発。
３、利用しやすい施設及
び環境づくり。

①利用者数。
②水道使用量。
③灯油量削減。

自然運動公園
管理事務所

5-1

環境への負
荷の低減に
係る啓発事
業

利用者への
環境負荷低
減活動の啓
発

エコオフィスうえだ推進
活動のＰＲと啓発を兼ね
た館内掲示

地球環境保護意識の高揚
と同時に自然運動公園管
理施設のランニングコス
ト削減のため「上田市役
所地球温暖化防止実行計
画」に基づく環境負荷の
低減活動のＰＲと協力を
兼ねた啓発（館内掲示）
を行う。

施設利用者数
（目標 90,000人以上）

○ 館内に掲出済み
自然運動公園
管理事務所

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

環境にやさしい人を育む環 境 保 全 項 目
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環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

5-2
自治会関連
事務

環境にやさ
しいまちづ
くり

自治会定期送達の各課個
別配布は、極力広報うえ
だに掲載し、各戸配布を
回覧するように指導す
る。また、必要回覧数と
配布数を常に把握、周知
徹底することによる無駄
の排除。

1 月2回の庁内への周知
徹底
2 配布数、回覧数の変
更報告受付
3 配布数、回覧数の庁
内周知徹底

年度当初計画送達件数
・平成22年度…313件（実績381
件）
・平成23年度…390件（実績397
件）

（実績内訳 各戸配布 199件
回覧文書 198件）
・平成24年度…398件（実績389
件）

（実績内訳 各戸配布 201件
回覧文書 188件）
・平成25年度…420件（実績435
件）

（実績内訳 各戸配布 215件
回覧文書 205件）

○

・各自治会への配布文書の
把握
[H26]各戸配布 [増]7件
[減]3件

回覧 [増]28件
[減]3件

その他 [増]24件
[減]1件
H26実績 各戸配布 224件

回覧 250件
その他 130件

必要性の高い事業の増加
により前年度より件数が増
えたが、的確な文書数の把
握と、担当課への周知とい
う目標については実施でき
た。

市民参加・協
働推進課

5-2

うえだ環境
市民会議主
催の駅前清
掃の支援

環境にやさ
しい地域を
はぐくむ

うえだ環境市民会議を開
催し、市民、事業者、行
政とのパートナーシップ
により環境改善活動を推
進します

うえだ環境市民会議主催
の駅前清掃の支援

駅前清掃の支援３回 ◎
駅前清掃の支援を３回実施
し、目標を達成した。

生活環境課

5-2
農村環境改
善センター
の維持管理

施設利用者
の安全と電
気・水道・
冷暖房の使
用量の抑制

エコオフィスうえだに基
づき、地球環境の保全に
取り組む

①センター利用者へエコ
オフィスうえだをＰＲ
②毎週水曜日の資源回収
時に指導
③転入者に資源回収のＰ
Ｒ
④地域協議会における地
域（環境）課題（わがま
ち魅力アップ応援事業を
含む）への対応

①地域住民の環境保全意識の向
上
②地域内分権における環境課題
への対応

○

地域の環境保全に対する
関心は高い。

今年度は特に地域内分権
のための住民自治組織を設
立するため準備会が立ち上
げられ、地域（環境）課題
についても今後検討してい
く体制づくりの準備を開始
した。

豊殿地域自治
センター

5-2
地域環境保
全活動の推
進

自然環境の
保全と生活
環境の改善

塩田地域における環境保
全に向けた取組みと啓発

主に自治会単位ごとに環
境保全活動を実施。自治
会連合会、諸団体、行政
と連携して活動を推進。

数的目標を立てることは、難し
いが、環境目標に向けた取り組
みが自治会を通して市民意識の
高揚に反映できることを目標と
する。

◎
計画した事業は、目標どお
り達成された。

塩田地域自治
センター

5-2

地域福祉の
調整及び推
進に関する
こと

環境教育の
推進

地域内の住民や各種団体
に向けた環境啓発等の推
進

①毎水曜日のリサイクル
回収(ビン・缶)時での啓
発。
②地域協議会における地
域(環境)課題に対する対
応。

「わがまち魅力アップ
応援事業」の受付
③自治会要望の取りまと
めと本庁との調整(環境
関連)
④窓口での転入者等への
ゴミ回収等の指導

①リサイクル回収の回数
②環境活動や啓発の数等

◎

①リサイク回収について、
立会うことができないた
め、回収場所に、文書等の
掲示をして、違反の注意や
啓発を行なった。
②わがまち魅力アップ応援
事業について、適切に受付
を行なった。
④窓口で転入手続された方
に、ゴミ回収についてのパ
ンフレットを渡し説明を行
なっている。

川西地域自治
センター

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

環 境 保 全 項 目 環境にやさしい地域を育む

環境を思いやる人があふれるまち環境基本計画基本目標

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

環 境 保 全 項 目 環境活動を発信する
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平成26年度 環境目的及び目標 一覧表（丸子・真田・武石）

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 評価 年度末結果 担当課

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 評価 年度末結果 担当課

1-2
合併処理浄化
槽設置整備事
業

きれいな水と
安全な土壌を
確保する

公共下水道・農業集落排
水の整備区域外におい
て、合併処理浄化槽の設
置を促進する。

申請に対する補助金の交
付

合併処理浄化槽設置整備事業で
の設置２基

◎
下半期交付決定数 ２件
年度実績報告数 ４件

丸子市民生活
課

1-2
排水設備の普
及促進

きれいな水と
安全な土壌

下水道の早期接続

・下水道の早期接続の戸
別訪問
・郵送による普及促進活
動

・新規接続戸数 ６０ 戸
・水洗化率 ９０．０ ％

◎ 新規接続件数 丸子137戸
丸子上下水道
課

1-2
浄水場運転管
理

安心、安全な
水道水の提供

環境に配慮した浄水場管
理

①浄水場、施設における
消毒剤の適正な注入
②河川水質検査の実施

①浄水場元出し水 通常0.8mg／
㍑以下
末端給水栓水 通常0.1mg

／㍑以上
②検査回数

◎
一年を通して水質の管理がで
きた。

丸子上下水道
課

1-2
公共下水道事
業

きれいな水と
環境保全を確
保

公共下水道事業
○処理場の整備
①菅平浄化センター改築
更新

○処理場の整備
①菅平浄化センターポンプ計装
更新工事
②自家発電機設備更新実施設計
③受変電機設備更新実施設計

○

菅平浄化センターポンプ計装
更新工事は繰越とした。自家
発電機設備更新実施設計、受
変電機設備更新実施設計は、
達成。

真田上下水道
課

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 評価 年度末結果 担当課

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

2-2
多自然型水路
整備

自然・生き
物・人が共生
するまち

農業用用水路において環
境に配慮した工法を推進
します。

多自然型水路を1箇所整備
する。

実績数値による。 ◎

・他自然型水路工（水路方面
保護）
丸太柵工 4M＊2段 H＝

70CM

丸子産業観光
課

環境基本計画基本目標 安全で安全に暮らせるまち

環 境 保 全 項 目 さわやかな空気と静けさを確保する

環境基本計画基本目標 安全で安全に暮らせるまち

環 境 保 全 項 目 有害化学物質による汚染を未然に防止する

環境基本計画基本目標 自然・いきもの・人が共生するまち

環 境 保 全 項 目 森や里山を守り・親しむ

環 境 保 全 項 目 水辺環境を守り・親しむ

環境基本計画基本目標 自然・いきもの・人が共生するまち

環境基本計画基本目標 安全で安全に暮らせるまち

環 境 保 全 項 目 きれいな水と安全な土壌を確保する
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平成26年度 環境目的及び目標 一覧表（丸子・真田・武石）

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

2-3
多面的機能支
払制度

農地の有する
緑地機能、環
境機能の保全
を図る

水路、農道等を含め、農
地を農地として維持する
ことにより発揮される、
国土の保全、水源涵養、
景観形成等の多面的機能
を支える活動組織を支援
する

平成26年度からスタート
する日本型直接支払制度
（多面的機能支払制度）
の活動組織の設立のサ
ポートを行い、地域資源
の多面的機能が適切に発
揮されるよう、バック
アップする

希望する団体に対し説明会を行
い、3つの組織を立ち上げる。

◎

赤井地区、9月12日組織設
立。
真田地区、11月24日組織設
立。
横沢地区、12月7日組織設
立。

真田産業観光
課

2-3

担い手への農
地の利用集積
による優良農
地の確保

農地の保全・
活用

農地の保全・活用を図
る。

担い手農家への農地の利
用集積の促進

農用地流動化促進奨励金対象面
積
25年度末 8.6ha
→26年度目標10ha

◎

公告するため、提出のあった
農用地利用集積計画を定期的
に報告した。
面積12.4haを達成した。

真田産業観光
課

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

3-1
丸子地域消費
生活展の開催

循環型社会の
形成に努め
る。環境にや
さしい地域を
はぐくむ。

各種団体と協力して、廃
棄物の減量と資源再利用
の促進に努める。

丸子地域消費生活展の開
催（委託）
１１月１５日（土）開催
予定

来場者予定数 600人
アンケートによる来場者満足度
90％以上

◎

１０月２０日 役員会開催
１０月２４日 全体会議開催
１１月１４日 前日準備
１１月１５日 消費生活展開
催
来場者数 ６５０人
来場者満足度 ９６．８％

１１月２６日 役員反省会
１月２３日 全体反省会

丸子市民生活
課

3-1
ごみ減量化機
器等購入費補
助事業

循環型社会の
形成に努める

ごみ減量化機器等に関す
る補助や情報提供を進め
る。

ごみ減量化機器等の購入
に対する補助金交付

補助金交付件数４０件 △

補助金交付件数７件（目標２
０件）
目標の35%到達
年間21件（目標40件）
目標の53.5%到達

丸子市民生活
課

3-1
資源物回収用
具収納施設設
置費補助事業

循環型社会の
形成に努める

資源物回収用具設置に関
する補助や情報提供を進
める。

資源物回収用具収納施設
設置に対する自治会への
補助金交付

補助金交付件数 １件 ◎ 1件交付（海戸自治会）
丸子市民生活
課

3-1

給食計画及び
献立作成/物
資の購入/給
食の調理及び
配送

循環型社会の
形成/農環境
を守り・親し
む/地球温暖
化防止活動の
推進

①地産地消の推進、②給
食残渣の再利用、③廃油
の再生利用、④BDFの使用

②地産地消の推進
③給食残渣の再利用
④廃油のBDF活用
⑤配送車燃料としてBDF使
用

②地産地消の推進 地元産食材
使用割合 45％
③給食残渣の再利用 継続実施
④廃油のBDF活用 継続実施
⑤配送車燃料としてBDF使用
108ℓ

○

②年間利用率43.1％
③地元事業者に家畜飼料とし
て再利用を依頼している。
④廃油を定期的に事業者に搬
送
⑤秋期から冬期は利用に適さ
ないため未使用

丸子学校給食
センター

環 境 保 全 項 目 農環境を守り・親しむ

環境基本計画基本目標 自然・いきもの・人が共生するまち

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環 境 保 全 項 目 循環型社会の形成に努める
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平成26年度 環境目的及び目標 一覧表（丸子・真田・武石）

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

3-2
グリーン購入
の実施

地域資源を活
かし地球にや
さしいまちづ
くりを行う

上田市の環境目標「地域
資源を活かし地球にやさ
しいまち」を実現するた
め、グリーン購入率を高
めます。

物品調達におけるグリー
ン購入の推進

物品調達におけるグリーン購入
率を72％以上とする

◎
・平成２６年度実績：グリー
ン購入率 72.7％

丸子地域振興
課

3-2
消費電力量の
削減

地球温暖化防
止のための温
室効果ガス排
出の削減を図
る

上田市の環境目標「地域
資源を活かし地球にやさ
しいまち」を実現するた
め、温室効果ガス排出削
減を進めます。

庁舎の電力消費量削減
前年度実績の１．５％減
(306,808ｋｗｈ）

△

・エレベータ休日停止（H22
より継続）
・不使用電源のスイッチ等を
就業時切るように掲示板にて
告知
・平日夜間（18時～7時）エ
レベータ停止を実施
・H26電気使用料
317,907kwh
（H25年度比

311,480kwh、＋2.06％）
・目標値未達成であったが、
平成20年度以降2番目の低消
費電力量であり、概ね良好な
状況は維持できている。

丸子地域振興
課

3-2

丸子地域自治
センター関連
施設の可燃ご
み削減

地球温暖化防
止のための温
室効果ガス排
出の削減を図
る

上田市の環境目標「地域
資源を活かし地球にやさ
しいまち」を実現するた
め、温室効果ガス排出削
減を進めます。

丸子地域自治センター関
連施設の可燃ごみ削減

前年度実績の0.5％減
（29,532kg）

◎

・H26実績 28,840kgと前年
度比△840kg(△2.8%）と良好
な結果となった。
・可燃ごみの削減について、
ゴミの分別（リサイクル雑古
紙等で排出して可燃ごみを削
減）を周知徹底した。

丸子地域振興
課

3-2

集中管理者の
ガソリン及び
軽油の使用量
の削減

二酸化炭素の
排出を抑制し
地球温暖化の
防止

上田市の環境目標「地域
資源を活かし地球にやさ
しいまち」を実現するた
め、ガソリン及び軽油の
使用量の削減を目指しま
す。

集中管理車１１台のガソ
リン及び軽油の使用量の
削減

平成２３年度実績の±０．０％ ○

・平成25年度車両燃料使用量
削減状況
ガソリン3,716ℓ前年比△
8.4％、
軽油6,098ℓ 前年比 0.5％増
バス及び普通車両の運行増に
よる軽油の使用料増

丸子地域振興
課

3-2
防犯灯修繕
（LED化）補
助事業

地球温暖化防
止活動を推進
する

地域内の全防犯灯を平成
２３年度から５年計画で
LED照明へ交換する。

申請に対する補助金の交
付

防犯灯のLED照明への交換（543
基/2,469基）

◎

本年度配分数 ２６自治会５
４３基
交付決定済数 ２６自治会５
４３基
実績報告件数 ２６自治会５
４３基

丸子市民生活
課

3-2

新エネルギー
活用施設（太
陽光発電・太
陽熱利用施
設）施設補助
事業

地球温暖化防
止活動を推進
する

新エネルギー・省エネル
ギーに関する補助や情報
提供を進める。

新エネルギー活用施設に
対する補助金交付

補助金交付件数 １２０件 △

21件（目標60件）
目標の35％到達
年間60件
目標の50％到達

丸子市民生活
課

3-2
市民生活課所
有車の燃料使
用の抑制

市民生活課に
おける地球温
暖化防止活動
の推進

地域資源を活かし地球に
やさしいまちづくり

市民生活課が所有する全
庁用車12台のガソリン、
軽油使用量の削減
（平成23年度、住宅部門
単独で設定した事業を、
24年度から課全体に拡
大）

・ｶﾞｿﾘﾝ(10台分）使用量…昨年
度から１％削減

上半期 1,600㍑ 年度
末 2,918㍑
・軽油車(2台分）使用量…昨年
度から１％削減

上半期 1,004㍑ 年度
末 2,179㍑

○

ガソリン 1338.04リットル
軽油 1274.55リットル
通年では
ガソリン 2817.04リットル
軽油 2227.55リットル

丸子市民生活
課

3-2 環境保全事業
地球温暖化防
止活動を推進
する。

ISO14001などの事業者に
対する環境マネジメント
システムに関して情報を
提供し事業者を支援す
る。

工業3団体への説明会の実
施
団体会員への取得支援の
情報を年2回以上情報提供
する。

1社以上の取得を目指す。 ○
各種の情報提供は行ったもの
の、取得を希望する企業はな
かった

丸子産業観光
課

3-2
レンタサイク
ル推進事業

自動車からレ
ンタサイクル
に乗り換え二
酸化炭素を減
量する。

レンタサイクル利用でエ
コな観光施設巡りを体験
し、環境負荷軽減を目指
す。

ゆきむら夢工房を拠点
に、レンタサイクルで観
光施設を巡る。

レンタサイクルの利用実績
平成26年度 延べ750台

△
平成26年度実績606台。平成
25年度実績より減少。

真田産業観光
課

3-2
エコオフィス
うえだ

環境にやさし
い製品等の購
入の推進

グリーン購入の推進

物品等の購入についてエ
コマーク、グリーンマー
ク、省エネマークなどの
環境ラベルリング商品を
優先的に購入する。

購入物品の65％以上をグリーン
購入とする。

△ 年度末 ４９．４％
武石市民生活
課

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環 境 保 全 項 目 地球温暖化防止活動を推進する
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平成26年度 環境目的及び目標 一覧表（丸子・真田・武石）

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

3-3
雨水貯留施設
設置補助事業

地域資源を有
効利用する

雨水貯留施設に関する補
助や情報提供を進める。

雨水貯留施設に対する補
助金交付

補助金交付件数 １２件 △

交付件数2件（目標6件）
目標の33％到達
年間件数8件（目標12件）
目標の66.7％到達

丸子市民生活
課

3-3 漏水調査
水資源の有効
活用

有収率の向上
漏水調査
地区別漏水の委託調査
重点地区の漏水調査

本年度有収率70％台へ上げる ○
漏水調査を実施し修理を実施
中
有収率は、69.81％です。

丸子上下水道
課

3-3 老朽管布設替
水資源の有効
利用

有収率の向上 老朽管布設替 老朽管布設替完了 ◎ 事業完了。
真田上下水道
課

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

4-2
花いっぱい運
動参加者の増
加

緑あふれるま
ちをつくる

住民参加により地域内の
道路沿線等の緑化を図る

１住民参加のための施策
検討①②⑤⑧
２住民参加による緑化③
④⑥⑦⑨⑫
３住民環境啓発⑩⑪⑫

②新規団体受付、植栽場所検討
③住民による花苗植栽 3,000人
⑥コンクールへの参加
⑦球根植栽団体
⑩講習会への参加

○

9月12日 ⑩第一回「野菜づ
くり講座」の実施 8名参加
10月3日 ⑩第二回「野菜づ
くり講座」の実施 8名参加
11月7日 ⑩第三回「野菜づ
くり講座」の実施 8名参加
12月5日 ⑩総仕上げ交流会
の実施 4名参加
述べ28名参加
10月6日 ⑨平成26年度 上田
市花と緑のまちづくりコン
クール表彰式
団体50㎡以上の部 優秀
賞 腰越花花・桃の会
団体50㎡未満の部 優秀
賞 上平南自治会
10月28日 ⑧秋植え球根配布
(チューリップ 6,890球)
1月1日 「花だより2015」
配布(丸子地域全戸)
3月12日 ⑪平成26年度 花
いっぱい運動の肥料配布 70
団体
化成肥料(10㎏) 80袋・苦土
石灰(10㎏) 12袋・堆肥(40
ℓ) 171袋

丸子建設課

4-2
住民参加によ
る花壇管理

緑あふれるま
ちをつくる

市民が丸子ベルパーク内
の花壇を管理すること
で、市民主導による地域
内の緑化推進を浸透させ
る。

1 ボランティアによる花
壇管理①～⑥

①～⑥ボランティア参加者 190
人

○
年間ボランティア参加者数
155名

丸子建設課

4-2
武石地域公園
化構想による
地域づくり

すぐれた景観
の保全

桜並木の維持管理を推し
進め、緑の空間の保全

緑の景観づくりを目指
す。

桜 植栽(オオヤマザクラ)
40本
テング巣罹病対策(ソメイヨシ
ノ) 40本

◎
当初作業計画どおり Ｈ
26.6.30までに完了。

武石建設課

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環 境 保 全 項 目 地域資源を有効利用する

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環 境 保 全 項 目 歴史・文化を未来に引き継ぐ

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環 境 保 全 項 目 緑あふれるまちをつくる
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平成26年度 環境目的及び目標 一覧表（丸子・真田・武石）

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

4-3
犬猫の糞尿害
対策

調和のとれた
美しい景観を
保つ

犬猫の糞尿害に対する対
策を推進する。

犬猫の正しい飼育方法の
周知
自治会による周知や看板
設置の協力依頼
（随時）

苦情件数 10件以下 ◎

苦情件数 0件
３月 犬のしつけ方教室開催
について広報うえだに掲載し
た。
希望に応じ、随時 犬猫の正
しい飼育方法チラシを自治会
回覧した。

丸子市民生活
課

4-3

上田市ポイ捨
ての防止等に
関する条例に
基づく環境美
化活動の推進

調和のとれた
美しい景観を
保つ

ポイ捨て等防止条例に基
づき環境美化活動を推進
する。

環境美化監視員によるパ
トロール

パトロール回数 4班 月3回 延
べ144回
不法投棄ごみの量 6,600ｋｇ

（Ｈ25の
20％削減）

パトロール回数 72回（目標
72回）
不法投棄ごみの量 *kg（目標
の*%）
通年パトロール回数 144回
（目標の100％）

丸子市民生活
課

4-3
ゴミゼロ運動
の実施

調和のとれた
美しい景観を
保つ

地域の環境美化活動を推
進する

ゴミゼロ運動の実施（県
下一斉に年１回）
５／２６ （日）
丸子地域は自治会ごと

に実施
ポイ捨て･不法投棄等の収
集

参加人数 ５，０００人 △ 参加人数 ２，０８７人
丸子市民生活
課

4-3
河川パトロー
ル・清掃の実
施

調和のとれた
美しい景観を
保つ

地域の環境美化活動を推
進する

河川パトロール及び河川
清掃（依田川・内村川・
塩川沢・矢ノ沢） 年２
回

河川パトロール・清掃実施
（夏･秋の年２回、参加６団体）

◎

第８５回春の河川パトロール
５月２２日(木）実施
参加 ６団体 ２３名参加
第８６回秋の河川パトロール
１０月２１日(木）実施
参加 ６団体 ２２名参加

丸子市民生活
課

4-3
アレチウリ、
ブタクサ駆除

自然保護・活
用

真田地域全域でアレチウ
リ、ブタクサ駆除活動を
推進します。

アレチウリ、ブタクサ駆
除の実施

地域内の河川、公共道路の一斉
駆除
私有地の所有者への駆除指導

◎

全市域のアレチウリ一斉駆
除日を6/29[日]に設定し、真
田地域の自治会では5自治会
が実施し、都合で外の日に11
自治会が駆除に取組み、945
人の参加で約77㎏を駆除し
た。
私有地への駆除指導は広報

等により実施し、空き地苦情
に合わせ、土地管理者本人へ
も直接指導した。

真田市民生活
課

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環 境 保 全 項 目 調和のとれた美しい景観を保つ
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平成26年度 環境目的及び目標 一覧表（丸子・真田・武石）

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

5-1
丸子地域自治
センターだよ
りの発行

地域全体の環
境保全に対す
る意識の高揚

上田市の環境目標「環境
を思いやる人があふれる
まち」を実現するため、
自治センターだよりに環
境保全に関する情報を掲
載し啓発を行います。

丸子地域自治センターだ
よりの発行
※環境保全に関する情

報を掲載する。

各号に環境情報を掲載（計6回） ◎ 計画どおり実施した
丸子地域振興
課

5-1
丸子文化会館
施設管理運営
事業

良好な環境と
循環の仕組み
に支えられた
まち

各種事業時、車両乗り合
わせによる参加の呼びか
けを実施します。＜事業
周知時における呼びかけ
＞

・住民環境啓発 ①②③
④⑤

◎
自主文化事業におけるポス
ター・チラシに乗り合わせ啓
発文を掲載した。

丸子地域教育
事務所

5-1
環境負荷低減
の啓発事業

環境教育の推
進

啓発活動を通じて環境保
全の理解を深める。

・６月の環境月間に、展
示コーナーに環境関係の
本とパネル（環境保全協
会から借用）を展示し、
市民に啓発する。
・11月頃本のリサイクル
市を行い、除籍になった
本の有効利用を図る。

・分野ごとに展示するなど見易
さ、借り易さの工夫をする。
・リサイクル図書の入れ替えを
行ない本の活用を図る。

◎
11月30日（日）に「リサイク
ルブックフェア」実施
持ち帰り冊数842冊

丸子図書館

5-1
移動図書館車
の運行

地球資源を活
かし地球にや
さしいまち

あおぞら号の利用冊数の
向上を図る。

移動図書館車の運行
（丸子・武石地域、年間
約150日運行）

貸出冊数 21,000 冊 ◎

10月～3月まで
移動図書館の運行
（丸子・武石地域 75日）
貸出冊数 10,344冊 計
21,298冊

丸子図書館

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

5-2
わがまち魅力
アップ応援事
業

地域全体の環
境保全に対す
る意識の高揚

上田市の環境目標「自
然・生き物・人が共生す
るまち」を実現するた
め、自治会や市民団体が
行う環境保全活動等を支
援・協力します。

わがまち魅力アップ応援
事業の実施

実施団体目標 ９団体 ◎
年間で16団体の申請を受付、
補助事業を実施。環境保全の
協力を促した。

丸子地域振興
課

5-2
隣保館事業の
実施

環境にやさし
い人をはぐく
む

住民の環境に対する意識
の啓発を図る。

①隣保館事業参加者に対
する環境啓発
②「花を楽しむ会」で館
周辺の花壇の花植えと寄
植えを行う。
③エコ料理教室を開催す
る。
省エネ等エコ生活への

呼びかけをし、イベント
を通じ市民への環境啓発
を図る。

①隣保館事業の開催数 95 回
②参加者数 20人
③教室参加者数 10人

丸子市民生活
課

環境基
本計画

№ 事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

評価 年度末結果 担当課

環 境 保 全 項 目 環境にやさしい地域を育む

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

環境を思いやる人があふれるまち

環境にやさしい人を育む

環境基本計画基本目標

環 境 保 全 項 目

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

環 境 保 全 項 目 環境活動を発信する
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